
  

ＢとＤの積は奇数なので、ＢとＤは３と１５です。 

ＣはＤで割り切れるので、D は１５でないことが分かります。 

したがって B は１５ Ｄは３ 

ＣはＤで割り切れるので、C は１２か３６ 

ＥはＡとＣの和より大きい数なので、ＥはＣより大きく、 

Ｅは３６、Ｃは１２であることが分かります。 

Ａは４ 

             答え ４  

◆問題  

 異なる５つの数Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、３、４、１２、１５、３６のいずれか

です。次の①～③の条件を満たすとき、Ａはいくつですか。 

①ＣはＤで割り切れます。 ②ＢとＤの積は奇数です。 

③ＥはＡとＣの和より大きい数です 


